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縄文人の「知識・技・祈り」を知ることにより「生きることの尊さ」を学ぶ（青森県八戸市）

１．世界遺産「北海道・北東北の縄文遺跡群」
2021年7月、北海道・青森・岩手・秋田の1道3県にま
たがる17の遺跡が、世界遺産に登録されました。
北海道・北東北の縄文遺跡群は、これら地域の豊かな
自然の恵みを活かして1万年以上にわたり採集・漁
労・狩猟により定住した縄文時代の人々の生活と精神
文化を今に伝える貴重な文化遺産です。
今から約15,000年前から約2,400年前までの間を縄文
時代と呼びます。

２．「是川（これかわ）縄文館」での学び
是川縄文館では、是川遺跡、風張１遺跡とその国宝・重
要文化財となっている出土品を通して、縄文人の知識や
技、祈りを学習し、学校教育などで知識を広げることの
喜びや、命を敬うことの大切さを伝えます。
是川に住んでいた縄文人は、自然と共生する知識や技術
をもって、祖先を敬い、子孫繫栄を願って暮らしていま
した。その中で生まれたモノづくりの文化は、縄文時代
1万年の中でも成熟した地域文化として知られています。

１．是川縄文館で、縄文人の「知識・技・祈り」を
知る

２．是川縄文館で、縄文人がみた風景を感じる
３．体験学習から、縄文人の技を体験する

３．プログラムの内容

学習のねらい：「学ぶことの楽しさ」・「命の大切さ」を伝える
旅マエ 旅ナカ 旅アト

１．つかむ(課題設定）

２．さぐる(課題訴求）

３．深める(東北での修学旅行） ４．広げる(修学旅行からの振り返り）
東北で経験したことより「自分たちの地域の歴
史を再発見する」「土偶の見学から命の大切
さ」等を考えるきっかけや、「縄文人たちがど
のように自然と共生して集落を営み、文化を育
んでいたのか、豊かさとは何か」等を学びます。
◆課題整理、まとめ、検証

「間接体験」や「直接体験」を通じて得られた
情報をもとに、情報を再構成しながら自分の考
えをもち、「発信」や「行動動機」ができるよ
うになる。

学びのゴール

・是川縄文館で、実際に体験し確認する。
日本の歴史において、縄文時代の特徴について
理解します。
では縄文時代とはどんな時代であったのか
◆「ツールを活用して」縄文時代を知る

縄文時代を想像する
1万年以上も持続した暮らしは、自然との共生
によって育まれました。例えば「衣」「食」
「住」についてどのように営まれたのか、動画
を活用し理解します。

◆「動画を活用して」縄文時代を想像する

・プログラム１
是川縄文館見学
→是川縄文館で縄文人の知識・技・祈りを知る

・プログラム２
是川遺跡・里山見学
→是川遺跡で縄文人がみた風景を感じる

・プログラム３
体験学習
→体験学習から縄文人たちの技を体感する
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八戸市 是川縄文館での修学旅行プログラム

課題訴求

縄文人の「知識・技・祈り」を知ることにより「生きることの尊さ」を学ぶ目的

学びの過程
課題の深堀り（共通体験）

「ツール」「映像」を活用学習内容

是川縄文館（本館）見学

学びの場
学校 八戸市 是川縄文館 学校

◆プログラム１

是川縄文館で縄文人の知識・
技・祈りを知る

①「1階アトリウム展示」

②「縄文くらしシアター」

③「縄文の美」

④「縄文の謎」

⑤「国宝展示室」

是川遺跡・里山見学 体験学習

◆プログラム２

是川遺跡で縄文人がみた風
景を感じる

※プログラム１で学んだ是川
遺跡を実際に散策して、縄文
人がみた風景を追体験し、優
れた文化を残した縄文人たち
の印象付けをします。

①一王寺遺跡

②是川遺跡記念碑及び里山

◆プログラム３

体験学習から縄文人の技を
体感する

※縄文時代のモノづくりを体験
学習することで、縄文人の技
を追体験すると共に、縄文人
が身の回りの自然環境から、ど
のように自分たちの道具をつく
り出していたのかを学ぶ

①土製ペンダント作り

②滑石の勾玉作り

振り返り学習

雨
天
可

雨
天
可

雨
天
不
可

ツール

縄文時代を知る

映像

縄文時代を想像する

想像した縄文時代を
まとめる

学びの目的

是川遺跡・風張１遺跡とその国宝・重要文化財となっている出土品を通して
・縄文人の知識や技、祈りを知る
・学校教育等で知識を広げる喜びや、命を敬う事の大切さを伝える

東北で経験したことに
より「自分たちの地域
の歴史を再発見する」
「土偶の見学から命の
大切さ」等を考える
きっかけや、「縄文人
がどのように自然と共
生して集落を営み、豊
かな文化を育んでいた
のか」等を学びます。

縄文時代の営みから、
持続可能な社会が行わ
ていること、現代社会
の暮らしや豊かさとは
何かを考える。
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参考



4

プログラムのお問い合わせは
お問合せ

八戸市埋蔵文化財センター
是川縄文館

〒031-0023 青森県八戸市大字是川字横山１

電話：0178-38-9511

Mail：jomon@city.hachinohe.aomori.jp
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